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前
環
境
大
臣
が
東
電
社
長
に
要
請
し
た
石
炭
火
力
抑
制
に
つ
い
て
の
新
大
臣
の
対
応
と
認
識
に
関
す
る
質
問
主

意
書 

 

小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
の
就
任
会
見
で
の
記
者
と
の
や
り
取
り
に
よ
り
、
原
田
義
昭
・
前
環
境
大
臣
が
、
八
月
二
十
二
日

に
、
東
京
電
力
の
小
早
川
智
明
代
表
取
締
役
を
大
臣
室
に
呼
ん
で
石
炭
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。 

 

事
実
関
係
を
環
境
省
に
問
う
と
、
石
炭
火
力
発
電
所
全
般
に
つ
い
て
「
極
力
抑
制
す
べ
き
も
の
」
と
の
手
紙
（
以
後
、
手

紙
）
を
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
開
示
を
求
め
る
と
、
十
月
十
日
に
超
党
派
議
員
連
盟
「
原
発
ゼ
ロ
の
会
」
が
有
識
者
ら
と
開

い
た
「
国
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
（
準
備
会
）
」
で
、
そ
の
複
写
が
開
示
さ
れ
た
。
手
紙
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
環
境
省
担

当
者
に
よ
れ
ば
、
小
早
川
社
長
か
ら
は
十
月
十
日
現
在
で
何
ら
回
答
を
得
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
手
紙
を
見
る
と
、
「
石
炭
火
力
発
電
の
運
転
は
極
力
抑
制
す
べ
き
も
の
」
と
し
た
九
項
目
の
「
主
な
理
由
」
（
以

下
、
理
由
）
は
、
ど
れ
も
国
際
約
束
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
回
答
を
得
る
べ
き
手
紙
で
あ
る
。

ま
た
、
新
環
境
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
対
応
と
認
識
も
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

手
紙
は
、
「
石
炭
火
力
発
電
の
運
転
は
極
力
抑
制
す
べ
き
も
の
」
と
書
か
れ
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
新
規
、
既
設
に
か
か

わ
ら
ず
、
抑
制
を
求
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。 

 

１ 

小
泉
環
境
大
臣
は
、
原
田
前
大
臣
が
出
さ
れ
た
手
紙
に
つ
い
て
、
報
告
、
引
継
ぎ
を
受
け
て
い
る
の
か
。
引
き
継
い
で

い
る
場
合
、
東
京
電
力
か
ら
今
後
、
ど
の
よ
う
に
回
答
を
求
め
て
い
く
か
。 

 

２ 

引
き
継
い
で
い
な
い
場
合
、
小
泉
環
境
大
臣
か
ら
も
改
め
て
、
東
京
電
力
に
要
請
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

東
京
電
力
と
中
部
電
力
が
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
建
設
す
る
横
須
賀
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
、

「
石
炭
火
力
発
電
の
運
転
は
極
力
抑
制
」
す
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
要
請
す
る
か
、
そ
の
政
治
的
な
意
思
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

二 

原
田
前
大
臣
に
よ
る
石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
一
番
の
理
由
は
、
「
石
炭
火
力
発
電
の
温
室
効
果
は
、
他
の
電
源
よ

り
非
常
に
高
い
こ
と
」
で
あ
る
。
高
効
率
の
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
と
比
べ
て
横
須
賀
火
力
発
電
所
で
使
わ
れ
る
予
定
の
石

炭
に
よ
る
発
電
量
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
何
倍
か
。 

三 

原
田
前
大
臣
に
よ
る
石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
二
番
目
の
理
由
は
、
「
国
際
的
に
は
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

を
含
む
多
く
の
国
が
、
即
時
、
乃
至
は
時
限
を
切
っ
て
廃
止
の
決
定
を
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
時
限
を
切



 

３ 

 

る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
。 

四 
原
田
前
大
臣
に
よ
る
石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
三
番
目
の
理
由
は
、
「
内
外
の
多
く
の
環
境
関
係
者
か
ら
常
に
強
い

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
安
倍
総
理
大
臣
宛
て
、
禁
止
に
向
け
て
特
段
の
要
請
も
あ
っ
て
い
る
こ
と
。
（
四
月
十
八

日
）
」
で
あ
る
が
、
四
月
十
八
日
に
安
倍
総
理
大
臣
宛
て
で
行
わ
れ
た
「
特
段
」
の
要
請
と
し
て
は
、
何
が
あ
る
の
か
。
そ

の
要
請
へ
の
政
府
の
対
応
も
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

原
田
前
大
臣
に
よ
る
石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
四
番
目
の
理
由
は
、
「
現
下
の
石
炭
燃
料
は
、
他
の
燃
料
に
比
べ
て

経
済
的
、
経
営
的
に
有
利
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
長
期
的
将
来
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
小

泉
環
境
大
臣
の
石
炭
燃
料
の
長
期
的
将
来
の
経
済
的
見
通
し
に
つ
い
て
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
五
番
目
の
理
由
は
、
「
新
設
計
画
で
は
運
転
開
始
が
、
四
、
五
年
先
の
も
の
も
み
ら
れ
る

こ
と
」
で
あ
り
、
横
須
賀
石
炭
火
力
発
電
所
は
そ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
九
月
に
開
か
れ
た
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ

ト
で
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
石
炭
火
力
の
新
設
を
禁
止
す
る
よ
う
各
国
に
求
め
た
が
、
小

泉
環
境
大
臣
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。 

七 

石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
六
番
目
の
理
由
は
、
「
国
際
的
に
日
本
は
今
、
石
炭
火
力
の
存
在
故
に
「
環
境
先
進
国
」



 

４ 

 

と
は
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
」
、
七
番
目
の
理
由
は
、
「
今
金
融
の
世
界
で
は
、
国
際
金
融
も
、
国
内
金
融
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
取
り
分
け
石
炭
火
力
が
専
ら
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
小
泉
環
境
大
臣
も
同

じ
認
識
か
。 

八 

石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
八
番
目
の
理
由
と
し
て
、
「
こ
の
一
年
弱
、
電
力
各
社
に
は
、
総
論
的
に
は
又
は
個
別
に

計
画
の
中
止
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
苦
渋
の
決
断
を
し
て
頂
い
た
関
係
者
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
」
と
、
電
力

会
社
に
よ
っ
て
は
、
計
画
中
止
を
決
断
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
自
主
的
に
計
画
中
止
を
行
っ
た
電
力
会
社
名

を
明
ら
か
に
せ
よ
。
ま
た
、
小
泉
環
境
大
臣
も
同
様
の
見
解
か
。 

九 

石
炭
火
力
発
電
を
抑
制
す
べ
き
九
番
目
の
理
由
と
し
て
、
「
貴
社
は
日
本
で
最
大
か
つ
日
本
を
代
表
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
で
あ
り
、
貴
社
の
決
断
は
、
ひ
と
り
貴
社
の
経
営
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
国
全
体
の
政
策
、
評
価
に
係
る
も
の
で
あ

り
ま
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。
小
泉
環
境
大
臣
も
同
意
見
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


